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刈谷市一里山町金山100番地
（トヨタ車体労働組合内）

4月 1日 (土) エイプリルフール Learning（学習）とvacation(休暇）を

5日 (水) 清明 組み合わせた造語 "ラーケーション"。愛知

7日 (金) 世界保健デー 県は新年度から 小中高公立学校の生徒が家

8日 (土) 花祭り 族と話し合い 事前に学校へ申請して平日に

20日 (木) 文化の日穀雨 年3日まで学校を休める制度を2学期以降順

29日 (土・祝) 昭和の日 次導入。休み方改革が家族の思い出応援に。

家々の庭先には、千紫万紅の花が溢れて

春たけなわ、風光る朝 気分は軽やかです。

注目を集めたWBC、侍ジャパンが ア

メリカとの頂上決戦を制し、世界の野球

史に残る興奮と感動の渦を起こしました。

また、コロナの第８波もようやく収束し、

5月8日 5類感染症への移行に向け対策緩和ム

―ド。４度目の春の輝きと自由を 満喫できそうです。

さて 歴史的な物価高の中で、大企業が高水準の回答

を示した今年の春闘ですが、この勢いを中小企業にも

繋げて行くことが必須です。今や日本の賃金上昇率は

世界の中でも低レベル、中小が経済を支えているとの

誇りを持ち、賃上げに向き合うことこそ最も重要です。

それはまた危機的段階に入った少子化を克服する大き

な追い風ともなり得ます。若い世代の結婚・出産・子

育てを阻む課題と真摯に向き合い 将来に希望を持てる

社会の為、統一地方選で 1票の重みを生かしましょう。

刈谷市議会は、去る23日 3月定例会を閉会。過去

最高額の 985億9千万円の当初予算が 成立しました。

各分野での諸事業完遂が、刈谷に住みたい住み続けた

いと思われる成果となるよう今後も尽力して参ります。

"労働組合"への招待☆（Chapter1）

"まじめにコツコツ､

即 行動" 

頑張ります !!

今年の春闘は、記録的な物価の上昇に見合う賃上げが大きな焦点となり、大手

企業を中心に 異例の早期決着や、組合の要求どおりの 満額回答が相次ぎました。

1990年代以降急増した非正社員は2005年前後には労働者の3分の1を占める

までに。年功賃金や長期雇用の保証もない人々に、差し伸べられる救いの手は？

労働組合の誕生は イギリスで第1次産業革命が始まった頃です。蒸気機関車等

機械の発達により、それまで主流だった手工業的生産が工場制生産方法に変わり、

多数の労働者が生まれた反面、長い労働時間と低賃金に生活苦を強いられました。

過酷な労働条件改善のため一人立ち上がっても、その度暴力で追い返される為、

仲間と団結して経営者と対峙するようになったのは 18世紀後半から19世紀前半

労働組合が誕生、続く他の欧米の資本主義諸国では その後1870年代になります。

日本で初めて労働組合が生まれたのは1900年間近のこと。明治維新後 政府の

富国強兵・文明開化をスローガンにした国民運動は、日清戦争後産業革命を迎え、

工場労働者数を増やしましたが、殆どが年若い女性。12時間労働と生活苦に喘ぐ

中、明治30年、先覚的な労働者や知識人たちにより"職工義友会"が作られました。

悠久の歴史を誇る刈谷市には縄文時代中期

から奈良時代にかけての複合遺跡も在ります。

円形の礎中心に模らた炉風の石組みは住居跡

を連想させます。さてここはどこでしょう？

3月 31日 (金) 愛知県議会議員選挙告示

4月 1日 (土) ～8日(土) 細井事務所応援

9日 (日) 愛知県議会議員選挙投開票日

22日 (土) 元刈谷公民館 新年度役員顔合せ会

3/1発行の＜№144＞の答えは、小垣江町の

上松公園のほぼ中央にある水色の象さん滑り台。

暖かな風が吹けば入園入学を待ついたずらっ子

が、耳から背中・長～い鼻まで山盛り満杯です。



　

３月のフットワーク

本会議場にて

委員会室にて

本会議場にて

　3月定例議会は､令和5年度の

施政方針ならびに当初予算案を

重点に審議する議会です。

2/16 3/1～3 3/8～13 3/22・23

市長･教育長
方針説明

本会議
(質問質疑)

各常任委員会
予算審査分科会

予算審査
議案採決

刈谷市議会 令和５年３月 定例会報告

３）令和４年度補正予算

４） 令和５年度当初予算

１） 本会議での質問質疑 … 18名の議員が市の行政施策に対し質疑をおこなった(抜粋)
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一般会計「歳出」予算事項別構成比

６３,３６０百万円
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一般会計「歳入」予算事項別構成比

６３,３６０百万円

・公立保育園・幼児園

　業務支援システム導入事業 (5千8百円)

・水防倉庫整備事業 (3千8百万円)

２） 主な議案（予算議案以外）

・第8次刈谷市総合計画基本構想について…R5年～R24年までの行政方針の基本構想

・国民健康保険条例の一部改正について…出産に係る経済的負担の軽減を図る改正

・指定管理者の指定について…ミササガパーク施設充実のため運営事業者を決定するもの

・印鑑証明に関する条例の一部改正…多機能端末機による本人確認方法拡充に伴う改正 等

　　　(単位:百万円)

会計名 R4年度 R5年度 伸率

一般会計 62,000 63,360 2.2%

特別会計 24,374 24,503 0.5%

企業会計 9,873 10,730 8.7%

計 96,247 98,593 2.4%

・施政方針・教育行政方針・食育推進・歩道の安全確保・子育て支援・刈谷城建設

・観光施策・公共交通・バリアフリー・ＧＸ推進・第11次交通安全計画　等について

報告案件 単行議案 条例議案
議員提出

議案
予算議案

委員会
議題

請願 陳情 意見書

3件 6件 10件 1件 14件 9件 2件 1件 6件

－ 原案可決 原案可決 原案可決 原案可決 － 不採択 不採択 不採択

３月
定例議会
議案等

審議結果

(単位:百万円)

会計名 補正前 補正額 補正後予算

一般会計 64,341 2,462 66,803

特別会計 24,652 0 24,652

企業会計 9,941 278 10,219

合 計 98,934 2,740 101,674

58,100 60,780 60,470 62,000 63,360 
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企業会計 特別会計 一般会計

92,013
96,247

(百万円)

94,444 94,660 98,593

前頁からの続き５） 委員会報告議題

６） 令和５年度 当初予算 主要事業 (抜粋）

７） 本会議および市民文教委員会での私の質疑 (抜粋）

委員会室にて

本会議場にて

① 刈谷市スマートシティ構想について ② 刈谷市都市計画マスタープラン(案)について

③ 刈谷市自転車活用推進計画について　 ④ 魅力あふれる公園づくり構想(案)について

⑤ 刈谷市緑の基本計画(案)について ⑥ 刈谷市下水道ビジョンについて

⑦ 北部地域における水道断水について ⑧ 刈谷市パートナーシップ宣誓制度について

⑨ 西三河都市計画道路新栄線の都市計画決定（変更）について

予算額(万円)

・公共交通再編事業(継続) 3,044

・たまち公園等整備事業(新規) 5,070

・ＪＲ刈谷駅総合改善事業(継続) 21,243

・広小路Ａ地区優良建築物等整備事業(新規) 12,160

・中学校体育館・武道館空調設備等整備事業(継続) 95,400

・地域学校協働活動推進事業(拡充) 771

・夢が広がる未来応援事業(新規) 685

・図書館ＩＣＴ化事業(新規)　ＤＸ 1,894

・がんばる商業者応援事業(拡充) 1,200

・産業イノベーション推進事業(継続)　ＤＸ 3,501

・農業用機械等導入支援事業(拡充)　ＤＸ 360

・事業用脱炭素促進設備導入費補助事業(新規)　ＧＸ 10,560

・全国女性消防操法大会支援事業(新規) 80

・生活困窮者自立支援事業(拡充) 1,831

・高齢者健康増進事業(新規)　ＤＸ 835

・育児ママ訪問サポート事業(拡充) 181

主要事業 （抜粋）
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（ＤＸ：デジタル トランスフォーメーションに関する事業　ＧＸ：グリーン トランスフォーメーションに関する事業）

 Ｑ：現在策定中の「地域公共交通計画」の進捗は。

 Ａ：市民アンケートや意見交換会を踏まえＲ5年度末公表予定。

 Ｑ：利便性の高い公共交通の改変に対する考えは。

 Ａ：地域内移動と幹線交通の設定、デマンド交通の導入、

　　 自転車利用等、様々な交通手段との組み合わせを図る

　 　可能性を検討し、「かりまる」は路線改正を実施する予定。

本
会
議

 Ｑ：本市は今回、パートナーシップ制度を導入するが、その経緯は。

 Ａ：多様な性に関し、誰もが暮らし易い環境を整える必要があり、

　　全国で260、県内では17の自治体で導入している。

 Ｑ：補正予算の保育園・幼児園の業務システム導入の効果の見込みは。

 Ａ：紙媒体からアプリ活用に変更することにより、保護とのコミュニ

　　ケーションや園児の安全管理向上に資することが期待できる。

委
員
会


